別記第6　符号の種別と使用範囲
制御機能等


番号
1
2
3
4




使用条件
ノンスペーシング文字による合成中
RPCにより繰返す符号列中
MCS―MCT間
CCCにおけるSCC―ECC間


符号等







空白
NUL


〇
〇
〇
〇

動作位置制御
APF　PAPF


×
×
〇
×


APB　APD　APU　APR　APS


×
×
×
×

拡張制御
指示及び呼出しの制御機能


〇
〇
〇
〇

情報分離
RS　US


×
×
×
×

ベル
BEL


×
×
×
×

両面消去
CS


×
×
×
×

キャンセル
CAN


×
×
×
×

特殊機能
SP　DEL


T
T
〇
〇

着色
BKF～WHF
COL


×
〇
(1)
〇
〇

文字サイズ
SSZ～NSZ
SZX


×
〇
×
×

縮小着色
MCS　MCT


×
〇
×
×

フラッシング
FLC


×
〇
〇
×

コンシール
CDC


×
(2)
〇
(2)
〇
×

パターン極性
POL


×
〇
×
×

書込みモード
WMM


×
×
×
×

マクロ指定
MACRO


×
×
×
×

囲み制御
HLC


×
〇
×
×

文字繰返し
RPC


×
×
×
×

アンダーライン
STL　SPL


×
〇
×
×

時間制御
TIME


×
×
×
×

書式選択
SWF


×
×
×
×

合成制御
CCC


T
T
〇
×

文字符号集合
スペーシング文字、モザイクA、B、外字


T
T
〇
〇


ノンスペーシング文字、モザイクC、D


〇
〇
〇
〇

注
1　○：使用可　×：使用不可　T：終端として使用可
2　マクロ符号については、展開した符号列に対して使用範囲が定まる。
3　次の事項においては、表中の事項を制限する。
(1)　パレット指定を除く。
(2)　単純コンシールに限る。
